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問 題 の 所 在
上場企業の財務諸表三表と言えば，やはり，貸借対照表・損益計算書・
キャッシュ・フロー計算書を三つの財務表と考えても良いのではあるまいか。








































































































































































































































１ 現金及び現金同等物 注１ ７９５，０３４ ８４０，５７９






























３ 売上債権 注３ ５５６，５７２ ５５７，５０４






流動資産合計 ２，０１７，７７９ ５２．４ ２，１３０，４２９ ５３．５
 長期債権 注１８ １４，９３６ ０．４ １６，７７１ ０．４
 投資 注２ １１４，０６６ ３．０ ８１，５２９ ２．０
 有形固定資産 注５，６ １，２６９，７８５ ３３．０ １，２０１，９６８ ３０．２
 無形固定資産 注８ １１７，３９６ ３．１ １５３，０２１ ３．８
 その他の資産 注６，８，
１１，１２
３１３，５９５ ８．１ ４００，１０２ １０．１
資産合計 ３，８４７，５５７ １００．０ ３，９８３，８２０ １００．０
 【連結キャッシュ・フロー計算書】





１ 固定資産購入額 注５ △３２７，９８３ △１９９，１５２
２ 固定資産売却額 注５ ８，８９３ ３，３０３
３ 売却可能有価証券購入額 △３，２５３ △１０，８９１
４ 売却可能有価証券売却額及び償還額 ２，４６０ ３，９１０
５ 定期預金の増加－純額 △１１，３４５ △８０，９０４
６ 子会社買収額（取得現金控除後） △２，９７９ △５５，６８６
７ 投資による支払額 △３７，９８１ △１，９５５
８ その他－純額 １，９４４ △７５８
投資活動によるキャッシュ・フロー △３７０，２４４ △３４２，１３３
 財務活動によるキャッシュ・フロー
１ 長期債務による調達額 ３，３６１ ５，９０２
２ 長期債務の返済額 △６，２８２ △５，７３９
３ 短期借入金の減少－純額 △２８０ △７４，９３３
４ 配当金の支払額 △１３５，７９３ △１３６，１０３
５ 自己株式取得－純額 △４２ △６１，１９６





 現金及び現金同等物の純増減額 １１５，８３８ ４５，５４５
 現金及び現金同等物の期首残高 ６７９，１９６ ７９５，０３４

















回 次 第１０６期 第１０７期 第１０８期 第１０９期 第１１０期
決算年月 平成１８年１２月 平成１９年１２月 平成２０年１２月 平成２１年１２月 平成２２年１２月
売上高 （百万円）４，１５６，７５９ ４，４８１，３４６ ４，０９４，１６１ ３，２０９，２０１ ３，７０６，９０１
税引前当期純利益 （百万円） ７１９，１４３ ７６８，３８８ ４８１，１４７ ２１９，３５５ ３９２，８６３
当社株主に帰属する
当期純利益
（百万円） ４５５，３２５ ４８８，３３２ ３０９，１４８ １３１，６４７ ２４６，６０３
株主資本 （百万円）２，９８６，６０６ ２，９２２，３３６ ２，６５９，７９２ ２，６８８，１０９ ２，６４５，７８２
総資産額 （百万円）４，５２１，９１５ ４，５１２，６２５ ３，９６９，９３４ ３，８４７，５５７ ３，９８３，８２０








３４１．８４ ３７７．５３ ２４６．２０ １０６．６４ １９９．７０




















（％） １６．３ １６．５ １１．１ ４．９ ９．２
株価収益率 （倍） １９．６ １３．８ １１．３ ３６．７ ２１．１
営業活動による
キャッシュ・フロー
（百万円） ６９５，２４１ ８３９，２６９ ６１６，６８４ ６１１，２３５ ７４４，４１３
投資活動による
キャッシュ・フロー
（百万円） △４６０，８０５ △４３２，４８５ △４７２，４８０ △３７０，２４４ △３４２，１３３
財務活動による
キャッシュ・フロー
（百万円） △１０７，４８７ △６０４，３８３ △２７７，５６５ △１４２，３７９ △２７９，８９７
現金及び現金同等物
の期末残高














































６２ 松山大学論集 第２３巻 第３号
を三年前まで務めていた市立尾道大学の美術学部の講義で，仲の良い美術画家
としても有名な今井昭吾（珠泉）教授が学生に教えていたのには倉田はビック
リしたものである。ちなみに「経営位置」という用語は極めて古くから存在し
ている。南斉（４７９－５０２年）の謝嚇が「古画品絵録」に掲げた有名な「画の
六法」の中の５番目に「経営位置」という用語を掲げている。（例えば内藤湖
南全集１３巻にも見られる）。この六法は後世長く絵画批評の原則となったが，
簡単にいえば，「経営位置」とは内側の主題と外側の主題とを按配良く構成す
るという意味である。
内側の主題とは，経営者が企業の経営理念を確立していくことに併せて，企
業の財務安定性と収益性を確保することである。財務安定性は貸借対照表と資
金計算書から測定されるのである。そのような経営の歴史的な意味合いを斟酌
もせずに，極めて簡単に「キャッシュ・フロー計算書」という外来語を使用す
ることに筆者は呆れてしまって歳月を重ねてきた次第である。この拙稿が筆者
の最後の論文となるので敢えて苦言を呈した次第である。
もう一言，明治の初期の学者たちの努力について付言すれば，明治の初期の
哲学者・西周は“Philosophy”「哲学」という言葉を訳出したし，福沢諭吉は「帳
合の法」を「簿記」と訳したのである。このような先人の苦労を思い起こすと
き，極めて簡単に「キャッシュ・フロー計算書」という原語をそのまま日本語
に訳出した現代人の努力の足りなさを残念に思うのである。会計は経営を支え
る重要な技術というか技法である。ましてや企業を取り囲む利害関係者に情報
を提供する重要な手段である。その重要な情報を理解し難い・あるいは他の情
報を引用・駆使してやっと理解できるということは問題ではあるまいか。
結論的に言えば，連結貸借対照表と連結キャッシュ・フロー計算書とを連結
する「連結環」的用語の誕生・統一化を期待したい。
キャッシュ・フロー会計の問題点 ６３
